
令和４年度

一貫作業システムと下刈り回数の削減

林野庁 近畿中国森林管理局
森林技術・支援センター

岡山県新見市 三室国有林

H25.7 伐採中の三室国有林
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取組の内容

取組の目的

木材需要の高まりによる伐採面積の増加により、再造林の需要も高まってきており、特に低コストで
再造林する方法として一貫作業システムによる伐採後の速やかな植栽が有効と考えられており、それに
対応するための植栽作業も通年で実施する必要が生じている。ここでは、近畿中国地域で多いヒノキの
通年植栽の実行性を検証するため、三つの異なる季節に植栽する試験を実施し苗木の活着と成長を比較
しています。

場 所：岡山県新見市 三光山国有林 591り2林小班 三室国有林 702ら林小班
地 況：三光山 傾斜：中、地質：斑岩、土壌：ＢｌＤ、向き：南西 標高：600～770ｍ

三 室 傾斜：中、地質：斑岩、土壌：ＢＤ 、向き：北 標高：790～900ｍ

三室国有林３年目の成育状況（無下刈り）

課題名：伐採・植付一貫作業下でのコンテナ苗
等の活着・生育実証

経 過： 三光山国有林では平成25年～26年(2013～2014)に伐採後2～3年経過した皆伐跡地にス
ギ、ヒノキのコンテナ苗、普通苗を植栽。
三室国有林では平成25年～26年(2013～2014)に伐採直後の皆伐跡地にヒノキのコンテ苗、

普通苗を植栽（一貫作業システム）植栽。
時期を春植え(5月)夏植え(8月)秋植え(10月)とし、下刈り回数についても毎年刈り、隔年

刈り、無下刈りの区域を設定し、植栽後の生育状況を比較。

内 容：①コンテナ苗等の植栽功程、活着状況、成長量の調査
②調査結果を踏まえた造林（地拵・植付・下刈）のト－
タルコストの削減を目指す造林技術の提案
③広域的な植栽功程調査や活着状況を踏まえて、コンテ
ナ苗等の造林手法の改良を推進
④成果の公表、コンテナ苗の特性、立地条件等を踏まえ
た民有林経営への普及

試験区域ごとの下刈り頻度の違い

三室国有林植栽時の植生状況 6



取組の成果

〇コンテナ苗の活着・成長
・コンテナ苗の活着は、どの季節でも普通苗に比べて良好であった。
・成長量は、どの季節においてもコンテナ苗、普通苗に大きな差はなく良好に成長している。一貫作業
（三室）の方がやや成長が良い。

〇下刈り頻度に応じた成長経過
・一貫作業での樹高及び直径成長が大きく、下刈り回数の違い（三光山国有林）では毎年下刈りが樹高
及び直径成長が最も大きい。

・伐採後早期に植栽することで、植栽木と下層植生との競合する期間が短縮され、下刈り回数を減らす
ことが可能となる。

・伐採と植栽時期を選ばないコンテナ苗とを組み合わせ、伐採直後に植栽することで地拵えと下刈り回
数の削減が可能となる。

資料提供 国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所 奥田史郎氏

三室国有林の現状

・コンテナ苗、普通苗ともに収穫予想表兵庫・岡山地域の１等地を上回る
成長をみせている。

・樹高はコンテナ苗が普通苗より成長が良い（有意差（P<0.05）が認められる）。

植栽苗木の樹高成長（4成長期） 植栽苗木の直径成長（4成長期）

下刈り頻度と苗木樹高の成長経過 下刈り頻度と苗木直径の成長経過

コンテナ苗の成育状況

10年目の成育状況
区分 1等地 2等地 3等地

樹高(cm) 330 250 190

胸高直径(mm) 43 31 20

収穫予想表 兵庫・岡山 ヒノキ（10年生）
区分 コンテナ苗 普通苗

樹高(cm) 452 409

胸高直径(mm) 64.22 59.24

※コンテナ苗及び普通苗ともに46本調査
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